
 

 

  

第1回こうちビジネスチャレンジ基金（トリム

基金）審査結果発表！ 

 
 （公財）高知県産業振興センターは、優れたビジ

ネスプランをもつ事業者の企業を支援する「第1回

こうちビジネスチャレンジ基金」の審査結果を発表し

ました。ビジネスプラン認定証授与式が11月21日

（木）に高知ぢばさんセンターの「第2回ものづくり総

合技術展」特設ステージにおいて行われました。革

新性や事業性に優れたビジネスプラン5件のうち、

本学農学部が関係するものが2件選ばれました。 

 

＜優秀＞ 

企業名：株式会社南国スタイル 

代表者：代表取締役専務 中村文隆 

テーマ：高知発！「還元野菜」プロジェクト 

 

＜優良＞ 

企業名：西川洋史 

代表者：西川洋史 

テーマ：天敵製剤の製造・販売 

大学発ベンチャーを設立予定 

 

審査結果の詳細は、高知県産業振興センターHPを

ご覧ください。 

http://www.joho-

kochi.or.jp/challenge/pdf/25_challengekekka.pdf 
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地域連携・再生部門 
Topic 1. 社会システム改革と研究開発の一体的推進シンポジウム 

～地域再生と地（知）の拠点としての大学への期待～ 
１１月８日（金）、東京イイノホール＆カンファレンスセンターにて、社会システム改革と研究開発の一体

的推進シンポジウムが開催されました。 

本シンポジウムは、「地域再生と地（知）の拠点としての大学への期待」をテーマに、社会システム改革

と研究開発の一体的推進「地域再生人材創出拠点の形成」プログラムと「地（知）の拠点整備事業（大学Ｃ

ＯＣ（Center of Community）事業）」の 2 事業の取組紹介・成果報告やパネルディスカッション等が行われ

ました。本学は「地域再生人材創出拠点の形成」の採択事業である「土佐フードビジネスクリエーター人材

創出」と、「地（知）の拠点整備事業事業）」の採択事業である「高知大学インサイド・コミュニティ・システム

化事業」の二つをポスター発表しました。ポスター展示の中でも、高知大学の取り組みは大いに注目され、

ポスター展示会場は大盛況となりました。 

ポスターセッション会場 

Topic 2. 高知市中山間地域実態把握調査への協力 

高知市は、中山間地域における現状や課題を明らかにし、今後の中山間地域での施策推進のための

基礎資料とすることを目的として、中山間地域の集落および世帯を対象とした実態把握調査を実施しまし

た。この調査方法の構築および調査結果の分析において、高知市職員と本学教員でワーキンググループ

を結成し、相互の連携のもと実施しました。 

＜ワーキングメンバー＞ 

高知市：総務部総合政策課   高知大学：地域協働教育学部門 

      農林水産部鏡地域振興課    上田健作教授 

      農林水産部土佐山地域振興課 等   中澤純治准教授 

         玉里恵美子准教授 

           国際・地域連携センター 

         吉用武史特任講師 

調査結果報告書 

調査結果については、土佐山地域、鏡地域

にて報告され、その他市民に対しては、主に市

HP での調査結果公表となります。本件につい

ては、高知市広報紙である「あかるいまち」に

平成２６年１月～２月頃に掲載される予定と

なってますので、ご興味のある方はご覧いただ

ければ幸いです。 
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産学官連携部門 

 

Topic 1. つながる技術、未来共創 

「アグリビジネス創出フェア」  出展報告 

日 時 ： 平成 25 年 10 月 23 日（水）～25 日（金） 10：00～17：00 
場 所 ： 東京ビッグサイト東６ホール 

アグリビジネス創出フェア 2013 は全国の産学の各機関の有する農林水産・食品分野などの最新技

術や研究成果を展示やプレゼンテーションなどで分かりやすく紹介し、研究機関間や研究機関と事業

者との連携を促す場として開催する「技術・交流展示会」です。 

大学、民間企業、都道府県の試験場、独立行政法人等、全国 173 機関が最新の技術の展示を行

い、過去最高の約 3 万 5 千人の参加がありました。 

本学からも、農学部が中心となってポスター展示やプレゼンテーション、天然酵母パンの試食、園芸

施設用エコキュートヒートポンプや養液栽培用培地（トマト）の実物を展示し、産学官との交流、マッチン

グ活動を行いました。 

 

ポスター展示・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  永田信治教授（生命環境医学部門） 

ポスター展示・ﾌﾟﾚｾﾞﾝﾃｰｼｮﾝ  宮内樹代史准教授（農学部門） 

ポスター展示            西村安代准教授（農学部門） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 農林水産省と産学連携学会共催のシンポジウム ～美味しさへのイノベーション～ 】 

 

同フェア開催中の 10 月 24 日には、本学国際・地域連携センター副センター長 石塚悟史氏 がモデ

レーターとして、 ㈱大豊ゆとりファーム社長代理 大石雅夫 氏 他が講演者・パネリストとして登壇し、美

味しくて、生活を楽しくし、さらに健康増進にも役立つ食品をどうやって科学技術を基盤に、そのような

優れた食品を創るかを、実例の報告を聞き、実現の方法をディスカッションするシンポジウムがメイン

ステージにて開催されました。 
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知的財産部門 

Topic 1. 知財部門に特任教員（四国共同機構アソシエイト）着任 

高知大学国際・地域連携センター知的財産部門に、10 月 1 日付けで、下方晃博 特任助教が着任しま

した。知的財産部門の担当教員、及び文部科学省「四国５大学連携による知のプラットフォーム推進事

業」により、四国内の国立５大学（鳴門教育大学、徳島大学、香川大学、愛媛大学、高知大学）で設立し

た「四国産学官連携イノベーション共同推進機構（四国共同機構）」のアソシエイトとして活動予定です。 

下方特任助教は弁理士資格を持ち、専門分野である電子関係にとどまらず、幅広く知的財産の活用

に関するご相談に対応可能です。 

本学教員のシーズ活用についても、お気軽にご相談ください。 

 

連絡先： 

高知大学 国際・地域連携センター 知的財産部門 

〒780-8073 高知市朝倉本町 2 丁目 17 番 47 号 

TEL (088)844-8918   

高知県では、「商標権活用セミナー（IN 安芸市）」を下記のとおり開催いたします。 

近年、市場に様々な商品が溢れるなか、自社商品を消費者に手に取ってもらうためには、競合商品と

の差別化を図り、自社商品をブランド化することが必須となっています。 

そのためには、一目で商品の機能性が理解できるようなネーミングや商品に関するストーリーを作成

し、消費者の興味を引くことが必要です。また、他社のただ乗りや商品イメージの悪化を防ぐため、商品

名やキャッチコピーの適切な管理・保護も必要です。 

本セミナーでは、県内の地域産品のブランド化に関わってこられた中越特許商標事務所の中越貴宣

弁理士を講師にお迎えし、実際に販売されている商品を具体例として挙げながら、商品のイメージ戦略

の重要性と商標権による保護の必要性について分かりやすくお教えします。 

 

 

   ○講 演 「商品販売戦略と商標権の活用」 講師 中越特許商標事務所 中越貴宣 弁理士 

 ○日 時： 平成２５年１２月５日（木曜日）１４時００分から１６時００分 

   ○場 所： 安芸市民会館 ４号室 （安芸市矢ノ丸３丁目１２） 

   ○受講料： 無料 

   ○申込・問い合わせ先 

     高知県  商工労働部  新産業推進課 

    〒780-8570 高知市丸ノ内一丁目２番２０号（本庁舎５階） 

    電話 企画連携/事業推進担当（088）823-9750/823-9751  知的財産担当 （088）823-9643 

    ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://www.pref.kochi.lg.jp/soshiki/151901/seminar-13.html 

Topic 2. 「商標権活用セミナー（IN安芸市）」のご案内 
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国際交流を推進するため中国における本学の海外拠点として、国際的な共同研究、留学生の受

入・派遣、海外広報の業務など本学の情報発信等を目的として、中国国内では初の海外事務所とな

る「高知大学安徽事務所」を本学の大学間協定校である中国の安徽大学内に開設しました。 

開所にあたり、10 月 14 日（月）、高知大学安徽事務所において開所式を開催しました。開所式には、高知

大学から脇口学長のほか学内関係者、安徽大学から程樺学長他関係者、来賓として日本学術振興会北京

研究連絡センターや高知大学中国同窓会、高知県貿易協会上海事務所関係者が出席して安徽事務所開設

を祝いました。 

高知大学安徽事務所は、中国の諸大学との研究者の交流及び国際的な共同研究への支援をはじめとし

て、優秀な人材獲得やそのネットワーク形成、本学の情報発信等広報活動などを行っていく予定です。 

また今後は、本学は東南アジア（タイ）での事務所開設も予定しており、海外事務所を通じてアジア地域で

の高知大学のネットワーク拡大を目指していく予定です。 

Topic 1.  高知大学安徽事務所を開設 

国際連携部門 
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